
（款）　 （項）　5総務管理費 （目）　5一般管理費

◎秘書事務の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1)

・

(2)
・

【事業費】

主な支出内訳
・

　自動車借料及び電子複写機等賃借料

　副市長交際費 3
・ 市政功労者表彰・頌徳会・名誉市民事業
　市政功労者表彰記念品購入費 967
　市政功労者表彰式祝賀会実施委託料 600
　頌徳会新入会員記念品購入費 323
　頌徳会総会実施委託料 702
　新春のつどい負担金 950
　名誉市民選考委員会委員謝礼　 9人 83
　名誉市民展レセプション（吉田秀和氏）実施委託料 720
　名誉市民展（蓮田修吾郎氏）実施委託料 8,775
　名誉市民展（平山郁夫氏）実施委託料 8,382
　名誉市民展等（蓮田修吾郎氏、平山郁夫氏）会場使用料（鎌倉芸術館） 2,012

秘書事務
　来客贈呈用記念品購入費

36,018 36,018 31,326 4,692

市政功労者表彰・頌徳会・名誉市民事業
市政功労者の表彰に係る選定及び祝賀会、市・鎌倉商工会議所・鎌倉市観光協会で組織す
る実行委員会による新春のつどい、頌徳会総会、名誉市民選考委員会の開催、並びに名誉
市民の功績を顕彰する事業を行った。

（単位：千円）

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

　市・市長交際費 668

　全国市長会関東支部負担金 40

　神奈川県都市副市長会負担金 20
663　神奈川県市長会負担金

290

　全国市長会負担金 837

215
133　市長賞副賞カップ購入費

　秘書システムメンテナンス業務委託料
2,391

理事者の日程管理及びその交際に係る管理業務を行った。

理事者の日々の活動をサポートするとともに、市政の振興に功労のあった者の栄誉をたたえ
るため。

理事者の日程管理及び交際を円滑に進めるとともに、市政の振興に功労のあった者の栄誉
をたたえることにより市の発展に資する。

秘書事務

10総務費

秘書・式典事務 【 秘書課 】

計画の前提

行財政運営：地方分権社会に対応した持続可能な行財政基盤の確立と効果的な都市経営
をめざします

理事者等



事務事業

№/名　称
事務事業 550　秘書事務 555　賀詞交歓事業

単　　　位 551　交際費事務 1158 名誉市民選考事業

554　市政功労者表彰事業

555　頌徳会運営事業

主管課 秘書課 関連課

分野名 行財政運営

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

21,252 ④ ※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 400人 400人 410人

実績値 377 405

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 650,000円 650,000円 650,000円

実績値 588,120円 671,250円

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 350,000円 350,000円 300,000円

実績値 682,027円 625,471円

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 横浜市 川崎市 横須賀市 平塚市 鎌倉市 藤沢市 小田原市
交際費予算額 960 3,805 1,050 500 1,450 6,000 5,500

（千円）

相模原市 三浦市 秦野市 厚木市 大和市 伊勢原市 海老名市 座間市
1,800 800 2,400 1,200 1,500 400 1,500 2,000

平成19年度に名誉市民の称号を贈呈した、吉田

秀和氏、蓮田修吾郎氏及び平山郁夫氏の功績

を顕彰するため、名誉市民展及び記念レセプシ

個別事業名

名誉市民選考事業

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

指　　標

新春のつどい参加者

超過勤務手当の縮減
（年間一人あたり）

指　　標

□サービス部門

■支　援　部 門

ザイムス
コード及び
個別事業
名

○

176,484人

評価

評価

評価

交際費執行額

経企-06 秘書・式典事務

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

◎

47,254千円
5.0人6.0人 5.0人

×

56,053千円

87,379千円 59,315千円

47,509千円

評価

最終年度（22年度）

10,319千円

22年度 最終年度（22年度）

600,000円

ョンを開催した。

交際費の効率的な運用。新春のつどいの参加者増。超過勤務の縮減。顕彰事業の充実。

交際費650千円、新春のつどい参加者400人、超過勤務手当350千円

420人

600,000円

57,573千円総事業費

31,326千円 11,806千円

茅ヶ崎市
3,900

逗子市
0

250000円

495円 337円 329千円

900

420人

南足柄市
1,800

綾瀬市

最終年度（　　年度）

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

250,000円

指　　標

22年度 最終年度（22年度）

備　　考



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

担当部名 部長名

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 秘書課長　　三留　定男

・市民栄誉賞の創設については、他市の状況も参考しながら、具体的に検討を進めてい
く。
・市制施行70周年記念事業については、文化推進課と連携を図りながら記念事業の詳細
を検討していく。

・名誉市民選考委員会において、名誉市民の選考基準を定める必要があるかを検討する
必要がある。
・平成19年に名誉市民の称号を贈呈した3氏について、「その功績と栄誉をたたえる相当
の礼」として、（仮称）名誉市民展を開催する必要がある。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

・平成20年7月31日に第1回鎌倉市名誉市民選考委員会を開催し、平成19年度の選考委員会で検
討課題となっていた名誉市民の選考基準について審議した結果、細部にわたっての選考基準を明
確にすると大きな制約となるため、新たな基準は策定せず、現行規定を基本としながら弾力的に運
用していくことが確認された。
・平成19年度に名誉市民の称号を贈呈した3氏の功績を顕彰するため、名誉市民展及び記念レセプ
ションを開催した。
・スライド勤務を積極的に導入し、超過勤務の削減を図った。
・平成20年度も会費を5,000円を限度とし、交際費の支出抑制を行った。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

B

・平成20年度の名誉市民選考委員会において、市民栄誉賞の創設について話題となった
たため、検討していく必要がある。
・平成21年度は市制施行70周年の節目の年にあたるため、記念事業やレセプションの実
施を検討する必要がある。

経営企画部 小村　亮一

一次評価（課長評価）

B

今後の方向性
事業の効率化については、経費節減を含め、今後も推進していく。また、新春のつどいについては参加者
の増を図り、表彰については、市民の励みとなるよう積極的に表彰していく。
名誉市民については、名誉市民選考委員会を継続的に開催し、必要な諸手続きを進めていく。
市民栄誉賞については、創設に向け具体的な検討を進める。
市制施行70周年記念事業については、文化推進課と連携を図り、実施に向け検討を進める。

交際費や超過勤務手当等の人件費の支出については、今後とも精査を続けていく。また、新春のつどいや市政の発
展に功労のあった者に対しての表彰については、、経費の節減を図るとともに、参加者の増や積極的な表彰を心掛
けていく。名誉市民については、名誉市民選考委員会の開催など、名誉市民選考に必要な諸手続きを進めていく。
市民栄誉賞については、創設に向け、具体的な検討を進めていく。市制施行70周年記念事業については、記念事業
の実施に向け、具体的な検討を進める。


